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名もない花には名前を付けましょう この世に⼀つしかない 17 27
冬の寒さに打ちひしがれないように 誰かの声でまた起き上がれるように 28 44
土の中で眠る命のかたまり アスファルト押しのけて 44 55
会うたびにいつも 会えない時の寂しさ 56 63
分けあう⼆⼈ 太陽と⽉のようで 64 72
実のならない花も 蕾のまま散る花も 72 83
あなたと誰かのこれからを 春の風を浴びて⾒てる 84 95
桜の花びら散るたびに 届かぬ思いがまた⼀つ 95 106
涙と笑顔に消されてく そしてまた大⼈になった 107 118
追いかけるだけの悲しみは 強く清らかな悲しみは 118 129
いつまでも変わることの無い 130 135































ここで，本論文では，楽曲 mにおける歌詞の li番目の行に出現する名詞集合を Nline(li)，

















表 3.2.1. 分類するカテゴリ 
概念 カテゴリラベル 
季節 春  夏  秋  冬 
時間帯 朝  昼  夕方 夜 



















楽曲 mの歌詞における単語 tの TF*IDF(m, t)は(3.2.1)式により定義される． 
 











tmTFtmIDFTF 10log*,,*    (3.2.1) 
 
ただし，TF(m, t)(Term Frequency)は楽曲 mにおける単語 tの出現回数，DF(t)は算出対象楽











図 3.2.2. 歌詞情報ベクトル化 
 






























i)  行に出現する単語を最優先して用いる． 
行に出現する単語は，その行の内容を最も的確に表現していると考えられるため，最優
先してクエリの要素とする． 
ii)  より多くの単語を用いてクエリを構成する． 
多くの単語を用いてクエリを構成することで，より詳細な絞込みができると考えられる． 




















図 3.2.4. Social tag-based 手法(1): DF・UF によるクエリ候補単語フィルタリング 
 
2. Nline(li)の冪集合 P(Nline(li))={ Wline,1, Wline,2, … Wline,x }において，DF(Wline,i) > 1 を満たし，





図 3.2.5.  Social tag-based 手法(2): 行クエリの選定 
 
 18 
3. Npara(li)とNall(m)の和集合における冪集合P(Npara(li)+Nall(m))={ Wpara,1, Wpara,2, … Wpara,y }
の各要素に Qline(li)を加えた集合 P’(Npara(li)+Nall(m))={ Wpara,1+Qline(li), Wpara,2+Qline(li), … 
Wpara,y+Qline(li) }={ W’para,1, W’para,2, … W’para,y }において，先程と同様の処理により，
W’max を選出する．こうして選出したW’maxを最終クエリ集合 Q(li)とする． 
 
 
図 3.2.6.  Social tag-based 手法(3): 最終クエリの選定 
 























{“土”, “命”, “かたまり”, “アスファルト”} 
という単語集合が抽出されているとする． 
 





図 3.2.7. Lyrics-based 手法(1): クエリ候補単語の TF*IDF 算出 
 






















































  5: とても楽曲に合っていた 
  4: どちらかといえば楽曲に合っていた 
  3: どちらともいえない 
  2: どちらかといえば楽曲に合っていなかった 






































Q2. 本システムの優れていた点があればご記入お願いします． [自由記述形式] 


























本実験の被験者は大学生 20名で，対象楽曲データは表 4.1.1.に示す J-POP 楽曲 10曲を用
い，1曲につき 10名分の評価情報を収集した．なお，表 4.1.1.では用いた楽曲における ID，
タイトル，アーティスト名の他に，その楽曲に付与されている全体印象語を示している． 
 
表 4.3.1. 実験対象楽曲 
Music ID タイトル アーティスト 全体印象語 
14 散歩道 JUDY AND MARY 晴れ，夕方 
38 桜 コブクロ 春，雨 
88 パスポート GOING UNDER GROUND 春 
129 君の名を呼ぶ 浜田省吾 夏，夜 
153 プラネタリウム 大塚愛 夜，夏，晴れ 
163 
One more time, One more 
chance 
山崎まさよし 冬 
452 瞳をとじて 平井堅 晴れ 
473 you 倖田來未 冬，雪，夜 
523 LIFE YUI 晴れ，昼 














一方，図 4.4.2.の個別評価結果を参照すると，9曲において Social tag-based手法の方が高






















































以上）が，Social tag-based手法を支持している楽曲は 10曲中 4曲，Lyrics-based手法を支持






































Social tag-based Lyrics-based Equal
 

















Social tag-based Lyrics-based Equal
 































tag = { “春”, “南”, “夜”, “雲”, “設計”, “心”,…..} 

































1 word 2 words 3 words 4 words AVE
 































































































































































全体印象語 nに対するタグ tの関連度 R(t|n)を(5.1.1)式により定義する． 
 










































   (5.1.3) 
 
ここで，N は nの属する概念に含まれる印象語集合である．例えば，n = “春”の場合，“春”









表 5.1.1. 全体印象語“春”に対する関連度算出結果 
(5.1.1)式 (5.1.2)式 (5.1.3)式 
タグ 関連度 タグ 関連度 タグ 関連度 
春 1.0000 春 1.0000 春 0.9187 
桜 0.242 桜 0.670 桜 0.636 
野球 0.173 花 0.454 花見 0.150 
高校 0.172 日本 0.373 さくら 0.136 
練習試合 0.167 東京 0.190 梅 0.134 
高校野球 0.167 梅 0.173 花 0.094 
沖縄 0.167 花見 0.153 菜の花 0.091 







表 5.1.2. 全体印象語“夏”，“夕方”，“雨”に対する関連タグと関連度 
夏 夕方 雨 
関連タグ 関連度 関連タグ 関連度 関連タグ 関連度 
夏 0.939 夕方 0.981 雨 0.953 
ｔｏｋｙｏ 0.223 ｓｋｙ 0.285 ｒａｉｎ 0.764 
花火 0.180 夕暮れ 0.125 傘 0.069 
ひまわり 0.092 夕焼け 0.113 台灣 0.069 
海 0.080 夕日 0.112 台北 0.054 
祭り 0.077 日没 0.056 水滴 0.034 
浴衣 0.056 夕景 0.049 梅雨 0.033 

































































始まりはいつだって 頼りないさよならと 41 47
日だまり吸い込んだ 桜の花 48 53
いつもは気にしない 天気を尋ねたんだ 54 60
少しでも君の声 聞きたいから 61 66














基本表示時間 I = 6
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表 6.2.1. 各手法における画像重複率 
手法 Impression-based Flickr-based 
重複率 10.8% 27.1% 
 
表に示す実験結果は，12曲の楽曲に対してスライドショーを生成した場合，Flickrのラン



























































































  5: 完成度が高い 
  4: どちらかといえば完成度が高い 
  3: どちらともいえない 
  2: どちらかといえば完成度が低い 
  1: 完成度が低い 
Q2. 各画像を表示する長さ（時間）は適切でしたか？ 
  5: 大抵の画像において適切だった 
  4: どちらかといえば適切な画像が多かった 
  3: どちらともいえない 
  2: どちらかといえば不適切な画像が多かった 




















Q2. 本システムの優れていた点があればご記入お願いします． [自由記述形式] 
Q3. 本システムの改善すべき点があればご記入お願いします． [自由記述形式] 
 
7.2. 実験データ 
本実験の被験者は大学生 20名で，対象楽曲データは表 7.2.1.，表 7.2.2.に示す J-POP 楽曲
20曲を用い，1曲につき 10名分の評価情報を収集した．なお，実験対象楽曲は，画像切り
替えタイミングの再構成において，主に結合処理を施した楽曲 10曲（結合楽曲群，表 7.2.1.）
と，主に分割処理を施した楽曲 10曲（分割楽曲群，表 7.2.2.）により構成される． 
 
表 7.2.1. 実験対象楽曲（結合楽曲群） 
Music ID タイトル アーティスト 全体印象語 
9 KYOTO JUDY AND MARY 春 
51 太陽の子供 関ジャニ∞ 晴れ 
181 Escape ZEEBRA  晴れ，夏 
196 HEART OF SWORD ～夜明け前～ T.M.Revolution 夜 
476 WIND 倖田來未 晴れ 
487 CRAZY GONNA CRAZY AAA 夜 
509 come again m-flo 夜 
1471 別れても好きな人 つじあやの 雨 
1695 Another Days w-inds. 夕方 




表 7.2.2. 実験対象楽曲（分割楽曲群） 
Music ID タイトル アーティスト 全体印象語 
39 Saturday コブクロ 夜，雨 
79 同じ月を見てた GOING UNDER GROUND 夜，冬 
129 君の名を呼ぶ 浜田省吾 夏，夜 
274 Everlasting BoA 冬 
339 あられ aiko 夕方 
444 Miracles 平井堅 夜 
546 東京ひとり 真心ブラザーズ 夏 
1514 Everything Misia 夜 
1676 Pika★★Nchi Double 嵐 夕方 
1743 光と影 TUBE 雨 
 
7.3. 実験結果 
図 7.3.1.～図 7.3.4.に，各楽曲の評価項目ごとの被験者 10 名における評価値平均を示す．
結合楽曲群に対する Q1の評価結果を図 7.3.1.に，Q2の評価結果を図 7.3.2.に示し，同様に，
分割楽曲群に対する Q1の評価結果を図 7.3.3.に，Q2の評価結果を図 7.3.4.に，それぞれ示
す． 






























































































































表 7.4.1. 一部楽曲における平均画像表示時間と Q2 評価値平均 





前 2.52 2.8 
181 
後 6.93 4.6 
前 2.74 3.8 
509 
後 6.65 4.0 
前 14.17 4.2 
39 
後 7.00 3.6 
前 17.00 3.8 
129 
後 8.29 4.8 
前 16.43 3.2 
339 
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